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　Type． ♀ （Bishop ），　Thai王and ： Chieng　Dao，　Chieng　Mai ，450　m ，5−11．　iv．1958，
Maa 　leg．

　Paratype ． ♂，　Thailand：Fang，　Chleng　Mai ，500　m ，12．童v ．1958，　Maa 　leg，

　This　 species 　is　easily 　d孟st洫guished　from　tke　other 　members 　of 　the　genus 　Lepto−
batopsis　by　the　prosonce　of 　epomia ，　tho　entirely 　punctate　mesQscutum

，
　the 　slen −

dor　 and 　 clongate 　 build，　 and 　 the　 characteristic 　 coloration 　 of 　 abdom 量nal 　 ter−

gites　and 　legs．　 Furthermore，　in　this　species 　the 　ovipositor 　 sheath 　is　rather 　un −

usua1 正y　loDg，　being 狙 uch 　longer　than　the　fore　whlg ．

　The　four　species 　of 　Leptobatoρsis　occurring 　in　Thailand　may 　be　distinguish噌
able 　from　each 　other 　by　the　follewing　key ：

一

1，Hind　half　 of 　mesoscutum 　smooth ．　 Scutellum洫 皿 aculato 　black ．，．．，＿．＿．．．＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・……………．＿．＿＿＿＿＿＿ nig 厂a 　Cushman
− Mesoscutum 　entirely 　punctate ．　 Scutellum　conspicuously 　marked 　with 　yellow．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．…．．幽9‘．，．．．＿軸r．．．．．，．．．，＿『【．．．．＿．．．．．．，．，．．．．．畠．．．．2
2．Hind　tibia　black

，
　with 　 a　 narrow 　pale 　 ring 　towards 　base．．＿．．．．indica　Camero 且

一
　Hind 　tibia 　pa正e　rほedia1 玉y・biack　at　apex 　or 　also 　a 重 base，　the　pale　colorod 　por膕

　　tion　vory 　broad＿＿．．．．＿＿＿＿ ＿．，．．＿．，．．＿．，．，．．．＿＿．．．．．、，＿．，＿＿，，．＿，．，＿．，．＿．，，．3
3．Fore 　wing 　with 　no 　cloud ．　 Hind 　femur　largely　roddish 　brown ．，＿＿，．＿．．．＿．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿．＿．．＿＿＿＿．．＿．tepida　Camcron
−
　Fore 　wing 　with 　a　cloud ．　 Hind　femur　Iargely　b玉ack ＿．＿＿．ノnaai ，　now 　species

　 　 　 　 　
N …凸
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新

黒 沢 三樹男 著

著 紹 介

日 本 産 総 翅 類 の 研 究

Insecta　Matsumurana 　Supplement 　4，ヱ968年

　本論文 は，故黒 沢三 樹男博士 が そ の
一

生 を か けて 研究 された 日本産の 総翅 目 の モ ノ グラ

フ で あ る．内容は，日本産 総懣 目昆 虫 の 研究．史，生態，応 用 上か ら見た 総翅 目，外部形 態 ，

研究方法，分類，分布 ， 寄主 植物 か らな り， 3科，45 属，89 種に つ い て 記 述 され て お り，
そ の 中 4新種の 記載 が あり、完全 な文献 目録と 9図版 が そ え られ て い る ．H 本の 昆 虫学界

の み で な く，広 く世界の 昆虫学界 へ の 大きな 貢献で あ る、 日本 の 総翅 目昆 虫 は，将来の 研

究 に よつ て ， さらに 種数を増加す る
．
可能性が大きい が （私 が黒沢博士 の 生前 に．採集 し 同

定を 求 め た材料の 申に は， い くつ かの 新種が含まれ て い る との こ とで あつ た が， こ の 論 文

の 中に は そ れ らの 材料 は まだ取扱われ て い な い ），本論 文が，合後 こ の 類を 研究す る学徒 の

バ イ ブ ル とな る こ とは明 らかで ある．　　　　　　　　　　　　　　　　 （安松京三 ）
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